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■ 令和 5年 7月 18日（火） 18：30～20：00 

概要 

持続可能なまちづくりのためには、若年層の人口流出に歯止めをかける必要があります。わけても、昨今、取り沙

汰されている若年女性の転出超過を抑制することが喫緊の課題として浮上しており、自治体としても有効な施策の

実施が切望されます。本講座では、こうした問題意識を踏まえ、まずは東北地方からの若年女性の転出状況やそ

の理由を明らかにすることで、自治体等がどのような人口流出に係る抑制政策を展開することが有効な手立てとな

るのか、その視座を提示します。 

備考  

■ 令和 5年 7月 20日（木） 18：30～20：00 

概要 

企業ニュースで増益だ、赤字転落した、などという決算に関する記事がよく出ます。読み流していると儲かった・損

した程度の印象しか残りませんが、利益にも種類があり、また、いつ発表するかというルールがあります。また、ニュー

スになるのは報道機関が独自に調べたからではなく、企業が年 4 回決算発表を行っているからです。こうしたニュー

スは、前提となる知識を少し増やすだけでずいぶんわかりやすくなります。90 分間でこうした知識をお伝えできればと

思います。 

この講座では、ニュース記事を楽しめるようにすることを目標にして、そもそも企業は何のために決算発表するの

か？から解説を始め、新聞記事の読み方とその理解に必要な知識の解説を行いたいと思います。 

備考  

■ 令和 5年 7月 22日（土） 10：00～12：00  13：00～15：00 

概要 

防災・産業分野で活躍するドローンについて紹介するとともに、各分野でのドローン導入に必要な準備や注意点、ド

ローン操縦資格制度などドローン人材の育成に関する内容です。また、午後の部では体育館においてドローンの操縦

体験（ドローン操縦資格取得に必要な講習会や実技試験で求められる操縦技能の体験会、農業用ドローンや防災分

野で活躍するドローンの展示やデモ飛行（グラウンド）をおこないます。 

備考 午前：通常講義室 午後：体育館とグラウンドを使用します。 

■  令和 5年 7月 24日（月） 18：30～20：00 

概要 
傾聴とは相手の語りにていねいに耳を傾けることです。しっかりと話を聴いてもらうと、誰しも心地よくなります。本講

座では、傾聴の基本的なスキルを学びます。傾聴のスキルを身に着けることで、家庭や職場、友人関係など、様々な

場面におけるコミュニケーションを円滑にすることが期待できます。 

備考 場合によって、ロールプレイを実施することがあります。 

講座１ 女性たちはなぜ故郷をあとにするのか  

～東北地方からの若年女性の人口流出について考える～ 松田 淳 
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講座４ 傾聴の基礎 

松本 安司 
講座２ 決算ニュースを読み聞きする基礎知識 

講座３ 防災・産業分野で活躍するドローン(※中止) 
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■ 令和５年 7月 29日（土） 10：00～11：30 

概要 

宮沢賢治の短編を読む短編と言えば、『風の又三郎』が有名かと思いますが、次に有名なのが『注文の多い料

理店』ではないでしょうか？子供の頃、学校の教科書で、この話を読んだ覚えもあるかと思いますが、宮沢賢治は、

一体読者へ何を伝えたかったのでしょうか？ 改めて大人になって読み返してみた時に、宮沢賢治が言葉に込め

て伝えたかった意味が理解できるのではないでしょうか。 

 そこで本講座では、有名な『注文の多い料理店』とあまり知られていない『毒もみのすきな署長さん』を取り上げ、

宮沢賢治が作品に込めた思いを読んでいきたいと思います。 

備考  

■ 令和 5年７月 29日（土） 13：30～15：00  

概要 

課題研究と一言で言っても、その取り扱う範囲は、問題発見の仕方、テーマ設定の方法、問題を解決す

るための情報収集の方法、発表の仕方などさまざまです。今回はアンケートの作成や分析を中心に解説し

ます。 

備考  

■ 令和 5年 8月 5日（土） 13：30～15：00  

概要 

日本国憲法の制定から 76年。近年の研究では、日本国憲法の重要な条文（9条の平和条項、25条の生

存権規定、17 条の国家賠償請求権、40 条の刑事補償請求権など）は日本人たちによって挿入され、三大

原理（国民主権・基本的人権の尊重・平和主義）の根幹を形成していったことが明らかになっています。それ

らの条文には、近代日本を通して脈々と受け継がれていた民主主義的な思想、とくに大正デモクラシーの思

想が反映されたと考えられます。 

今回の講座では、大正デモクラシーの旗手である吉野作造と、その「高弟」と呼ばれ、その思想を戦後民主

主義へのつないだ鈴木義男の関係について取り上げます。私たちが当たり前のように受け入れている民主主

義は、どのようなかたちで戦後に受け継がれ、今日につながっているのか、彼らの思想と行動を通して考えて

みます。 

備考 配付資料の準備がありますので、お申込は可能な限り講座の前日までにお願いいたします。 

大前 義幸 

 

 

講座５ 宮沢賢治の短編を読む 

※ すべて会場は岩手県立大学宮古短期大学部です。 

教室等は受講者数によって調整しますので、当日ご案内いたします。 

 

 

谷藤 真琴 

雲然 祥子 

講座７  大正デモクラシーから戦後民主主義へ 

ー「東北」の先人：吉野作造と鈴木義男― 

講座６  課題研究のまとめ方 


